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１．授業の概要 
この授業は次の目的、すなわち「人間の諸

活動と環境との関係を中心に、事例地域の分

析を通じて現代人文地理学における様々な課

題にアプローチする。地図に基づいて人文事

象を理解し、習得することを目標とする」も

のであった。 
授業のスケジュールは、第 1 回ガイダンス、

第 2 回人文地理学について、第 3 回人文地理

学の研究法（その 1）、第 4 回人文地理学の研

究法（その 2）、第 5 回フィールドワークの実

施（時期は天候を見て決める）、第 6 回農業の

立地、第 7 回フィールドワークのまとめと発

表、第 8 回工業の立地、第 9 回商業の立地、

第10回都市の立地、第11回都市の内部構造、

第 12 回グループ発表と討論、第 13 回食と自

然環境とのかかわり、第 14 回服と自然環境と

のかかわり、第 15 回まとめ・期末試験、であ

った。 
また、第 5 回目のフィードワークへの出席

を義務づけ、全員の出席を求めた。その結果、

12月 3日のフィールドワークに 45名の参加

者がいた。参加者が多いため、実施日時の調

整は困難であった。結局全員出席可能な授業

時間（月・5 時限）を利用してフィールドワ

ークを行なった。現地での観察時間の確保、

大人数の問題、調査結果の発表とそのグルー

プ分けの方法、グループ発表の時間確保など、

課題も多かった。 
２．授業評価の方法 
 本年度は以下の点、すなわち「授業難易度、

授業の進度、教員の話し方、教材の使い方、

双方向性、シラバスへの準拠、授業改善への

意欲、授業の満足度、感想や意見」について、

自由記述方式で学生の意見やコメントを求め

た。2008 年 2 月 4 日（月）の授業の中で実施

した。履修登録者数は 47 名であった。当日の

授業参加者数は 38 名で、全員からコメントを

得ることができた。 
３．授業評価の結果 
学生のコメントをそのまま掲載する（誤字

脱字のみを修正した）。貴重で具体的な意見な

ので、次の授業改善に活用したい。 
他の多くの学生が後ろの方の席にいたので、

授業を前の方の席で聞いていると、先生が自

分の後ろにいる状態になり授業が受けにくか

ったです（OA)。 
その日の授業内容を勉強することにどのよ

うな意味があるのか、学習の動機づけがわか

りにくかった（NM）。 
先生が話すだけでなく、生徒が意見を言う

機会が与えられていたのでよかったです（IH)。 
地理学概説に続き、地理のことが楽しく学

べてよかったです。フィールドワークが特に

楽しかったのですが、短い活動だったのが残

念でした（ET)。 
授業の進度はちょうどよかったです。皆で

行ったフィールドワークも楽しくできてよか

ったです（NK）。 
積極的に先生から学生への質問があり授業

に参加しているという実感がもてた（YT)。 
一回の講義で、一つの事象をポイントに絞

って扱っているため、分かりやすく、進度も

適切であった(HY)。 
人文地理では今まであまり目を向けなかっ

たところに気付くことができた。色んな視点

から物事を見るのが大切だとわかった（KK)。 
実際に地域を歩いて見ていく活動があった

のですごく興味を持てたし楽しい内容でした

（MR）。 
すごく個人的な意見だが、フィールドワー

クについてグループの数を増やして発表する

グループをいくつか選ぶ、というふうにした

方が準備段階での作業効率も上がると思う

（TY）。 
商業と土地利用、運送費のあたりが難しか

ったです。衣食住の話は（私の趣味ですが)
とても楽しかったです（KT)。  
授業の難易度は問題なくついていけました。

グループごとの活動をもっと作っても良いと

思います（HR)。 
授業の内容は、面白いものだった。特にフ



ィールドワークが良かった。実際、行ってみ

ないとわからないこともあったし、そこから

疑問などが見つかり、思考が深まったからだ。

しかし、他専修にとってはつらい（ET)。 
毎回の授業でパワーポイントがまとめられ

ていて、ノートに写すことであとからも振り

返りのしやすいノートづくりができました

（SM)。 
講義全体のまとめとして各講義がどのよう

な関わりを持って、人文地理学が成り立って

いるかを考えられるとよいと思います（OY）。 
もう少し深く、詳細な内容を学習したかっ

た。今日の衣服の内容は大体みんな分かって

いると思う。概説ではなく、詳細で新しい発

見がある面白い授業を期待しています（ET)。 
フィールドワークがあり、実際に見ること

で理解にも繋がり楽しく活動出来ました。専

門的な内容になると少し難しく感じますが、

大体の内容は分かりやすかったです（HN)。 
パワーポイントなどの視聴覚教材を使って

教えていたので分かりやすく、理解できた

（HF）。 
地理学の授業で、50 人という人数が多かっ

たかなと思います。フィールドワークの際、

大人数がために、指示などの声が聞こえなか

ったり、しっかり観察することができなかっ

た(RM)。 
授業はパワーポイント、資料を上手く活用

して進められていた。興味深く受講できた

（NA)。 
授業は、先生の質問に対して生徒が積極的

に答えたり、あてられて答えるという双方向

性のあるものでした（ET)。 
人文地理は自分が想像していたのとは違っ

て、もっと身近なところから身近な疑問につ

いて調べていくことが多くとても興味深いも

のでした。授業自体も適切な難易度で行われ

ており、高校で地理を勉強していない私でも

分かりやすかったです（UM）。 
基本的なことをやったので難易度はそんな

に難しくはなかった。一つの事柄を集中して

くれてもよかった（UM）。 
今までに、人文地理の授業をとったことが

なかったのですが、フィールドワークは楽し

かったです（NY)。 
フィールドワークでは、グループ別発表を

行うことで、様々な人の意見を聞き、自分自

身の勉強になったのがよかったです（TS）。 

パワーポイントを用いることが多く、分か

りやすかったが、枚数が多く写すのに時間が

かかったので、一部はプリントとして配って

ほしかった（KM）。 
授業の内容は満足できるものだったと思い

ます。個人的に商業立地論や衣食の話が好き

でした。また、もっとフィールドワークを増

やしてください（OH）。 
授業の難易度としては、わかりやすかった

ところもあったし、わかりにくいところもあ

った（GY）。 
授業の難易度は地理学概説と同じくらいで

とてもわかりやすかったです。フィールドワ

ークがあったため、より意義のある授業だっ

たと思います（TT)。 
授業難易度はちょうどよかったです。発表

の班を学科や学年でわけないと授業の日程の

関係もあり非常に集まりにくかったです

（KY）。 
授業の内容をノートに写すだけでなく地図

に描き込むなどの作業をいれてほしいです

（KH)。 
授業の内容は、解りやすくて良かったと思

います。進展もゆっくりで良かったと思いま

す（OY)。 
パワーポイントを用いて授業が行われてい

たが、ノートを取るのがたいへんで話をほと

んど聞けなかったのが残念でした（TS）。 
内容的にわかりやすい分野が多くて良かっ

たけど一つに対する時間が少なかった(KA)。 
パワーポイントの内容をあらかじめプリン

トにして配るようにすれば、授業中メモする

時間を省けて授業はスムーズに進むと思いま

す（OS）。 
人文地理がどういうものかが、非常によく

わかりました。ただ、最初の都市や店舗の話

の方が難しく、後の衣食住の方が易しかった

ので、順番が逆であれば学びやすかったよう

に思います（UM）。 
フィールドワークで道路や建物について調

査したのが印象に残っています。報告はひと

つ班の人数が多く、仕事を分担することでき

る反面、全員が集まることができなかったり、

役割の量にばらつきがでたりという問題もあ

りました（NR）。 
内容が広すぎて、学ぶべきことがわからな

かったが、広い考え方を自然事象と人文事象

を結びつけた形で持てるようになった（NY）。 


